


































【正解と解説】

●問題Ⅳ-1
正解は⑤
EUや中国が上位のAは小麦、中国やインドネシアが上位のBは米、米国や中国が上位のCは
とうもろこし、米国やブラジルが上位のDは大豆に対応するため、選択肢5の組み合わせと
なる。

●問題Ⅳ-2
正解は③
第8回WTO閣僚会議（2011年）ではドーハ・ラウンドの一括合意の困難性が確認され、合意
には至っていない。したがって一括合意が成立したとする記述は誤りとなる。

●問題Ⅳ-3
正解は①
供給熱量ベース食料自給率において、170%を超えるAは豪州、120%台のBは米国、約65%のC
は英国に対応する。したがって選択肢1の組み合わせが最も適切となる。

●問題Ⅳ-4
正解は①
食料・農業・農村基本法の基本理念は、食料の安定供給確保、多面的機能の発揮、農業の
持続的発展、農村の振興の4つである。農業生産の選択的拡大は旧農業基本法の理念であ
る。

●問題Ⅳ-5
正解は④
法人農業経営体数は平成17年の約1.3万から平成22年には約1.6万経営体へと増加傾向にあ
る。3千経営体減少しているとする選択肢4の記述は実態と異なり不適切となる。

●問題Ⅳ-6
正解は⑤
同一耕地に2種類の作物を1年間に栽培・収穫する体系は二毛作と呼ばれる。二期作は同一
作物を年2回栽培・収穫する体系を指すため、選択肢5の記述は誤りとなる。

●問題Ⅳ-7
正解は②
日本国内において遺伝子組換え大豆の商業栽培は実質的に行われておらず、遺伝子組換え
品種の作付面積が急激に増大しているとする記述は事実に反し不適切となる。

●問題Ⅳ-8
正解は③
水稲の生育後期に窒素追肥を過剰に行うと玄米中のタンパク質含量が増加し、炊飯米の粘
りや食味が低下する。したがって選択肢3の記述が最も適切となる。

●問題Ⅳ-9
正解は③
玉露は収穫前20日程度、茶園を覆い日光を遮って栽培される覆い下茶であり、旨味成分の
アミノ酸を高めた高級煎茶である。日光を十分にあてて生育させる記述は誤りとなる。

●問題Ⅳ-10
正解は④
ウイルスフリー苗は茎頂培養により病原ウイルスを保有しない無病苗を増殖したものであ
り、遺伝的なウイルス抵抗性を獲得したものではないため記述は誤りとなる。

●問題Ⅳ-11
正解は④
水稲のいもち病は多窒素条件で組織が軟弱化し、過繁茂となることで病原菌の侵入を受け
やすくなり多発する。したがって選択肢4の記述が適切となる。



●問題Ⅳ-12
正解は③
交信攪乱法は成虫密度が低い時期に処理するほど高い防除効果を発揮する。世代を重ねて
成虫密度が高まった状態では交尾阻止効果が著しく低下するため記述は不適切となる。

●問題Ⅳ-13
正解は②
農薬の用途別分類のAは殺虫殺菌剤、水希釈剤型のBは乳剤、作用機構のCは神経伝達系、
標的以外の生物への影響の少なさは選択性に対応するため、選択肢2が適切となる。

●問題Ⅳ-14
正解は⑤
国民健康・栄養調査によると、朝食の欠食率は男女ともに20歳代で最も高率となってお
り、若年層の食育推進における重要課題とされている。したがって選択肢5が適切とな
る。

●問題Ⅳ-15
正解は③
食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律（食品リサイクル法）は食品廃棄物の減量
や再資源化を推進する法律であり、食品の品質表示を規定する法律ではない。

●問題Ⅳ-16
正解は④
加里肥料の主要原料である加里鉱石の埋蔵量はカナダが世界全体の約半分を占めており最
も多い。したがって選択肢4の記述が最も適切となる。

●問題Ⅳ-17
正解は①
植物の必須元素は炭素、水素、酸素や多量・微量元素を含む16〜17元素である。ナトリウ
ムは一般的な高等植物の生育に必須な元素ではないため不適切となる。

●問題Ⅳ-18
正解は④
日本の水田土壌は灰色低地土とグライ土が大半を占め、普通畑では黒ボク土等の火山灰土
壌が約5割を占める。樹園地では台地・丘陵地の褐色森林土が最も多い。

●問題Ⅳ-19
正解は②
畜産経営の大規模化が進展した結果、1戸当たりの飼養頭羽数は乳用牛、肉用牛、豚、採
卵鶏、ブロイラーのいずれにおいても一貫して増加傾向にあるため不適切となる。

●問題Ⅳ-20
正解は④
飼料安全法に基づき、抗菌性飼料添加物の牛用飼料への使用は厳しく制限されており、成
牛や搾乳牛の飼料への抗生物質の添加は認められていないため誤りとなる。

●問題Ⅳ-21
正解は③
牛枝肉取引規格は品種に関わらず統一された同一の基準で格付けが適用される。和牛、交
雑牛、乳用牛で別々の格付け基準を用いているとする記述は誤りとなる。

●問題Ⅳ-22
正解は⑤
C/N比が最も低く速効性肥料として適するのは鶏糞、中間が豚糞、敷料由来の炭素が多く
C/N比が高く土壌改良効果が高いのは牛糞であるため、選択肢5が正しい。

●問題Ⅳ-23



正解は②
継続的に発生するAはヨーネ病、平成22年に大流行したBは口蹄疫、冬期を中心に散発する
Cは高病原性鳥インフルエンザ、平成10年代前半に発生したDはBSEである。

●問題Ⅳ-24
正解は⑤
土地改良事業によって造成された国営や県営の基幹的土地改良施設は、事業完了後に土地
改良区や受益市町村等の管理主体へ管理委託されるのが通例であり、市町村管理に限定さ
れない。

●問題Ⅳ-25
正解は②
栽培管理用水は水稲の生育期における掛流しや深水管理、中干しなどの適切な水管理を行
うために水田へ供給される用水を指すため、選択肢2の記述が最も適切となる。

●問題Ⅳ-26
正解は④
農業用ポンプ機場では、用水需要の変動への追従や事故時の危険分散、点検・保守性を確
保するため、複数台に分割設置するのが基本であり、極力1台にする記述は誤りとなる。

●問題Ⅳ-27
正解は⑤
乾田化は作土を乾かし、心土破砕などにより排水性を高め地耐力（支持力）を向上させ
る。農作業機械の走行性の判定指標にはコーン指数が用いられる。

●問題Ⅳ-28
正解は③
畦間灌漑は地表流下によって土壌へ浸透させる方式であるため、水みちの侵食を防ぐ適度
な勾配が必要であり、透水性が高すぎる土壌では均一灌漑が難しく自然条件の制約が大き
い。

●問題Ⅳ-29
正解は⑤
暗渠埋戻し材（疎水材）は、地表水や重力水を速やかに集水渠へ導くための透水性の確保
が最優先される。地耐力確保を最優先として選定する記述は不適切となる。

●問題Ⅳ-30
正解は②
地表に細かく浅い溝状の侵食が生じる現象はリル侵食と呼ばれる。リル侵食が発達して深
く削られた大規模な裂け目をガリ侵食と呼ぶため、記述は誤りとなる。

●問題Ⅳ-31
正解は①
断面積が同一の場合、水深と水面幅の比が1:2の幅の狭い水路は潤辺長が最も長くなり、
径深が小さくなるためマニングの公式より平均流速が最も小さくなる。

●問題Ⅳ-32
正解は①
施工管理は施工計画に基づいて受注者が行う管理行為であり、品質管理、工程管理、原価
管理、安全管理に大別される。品質管理では出来形管理と資材品質管理に分かれる。

●問題Ⅳ-33
正解は①
農地1筆ごとの形状や境界を管理するためには高い精度が要求されるため、縮尺
1/500〜1/2,500程度の大縮尺図面（字限図等）が用いられる。1/25,000とする記述は不適
切である。

●問題Ⅳ-34



正解は⑤
レッドデータブックは絶滅の危機に瀕している野生動植物をリストアップした冊子であ
る。他の選択肢はエコロードやビオトープ、コリドーなどの用語定義が誤っている。

●問題Ⅳ-35
正解は①
基本構想段階での関係者の合意は包括的な理念の合意であり、具体的な費用負担や権利関
係を伴う個別事業計画の実施段階においては別途合意形成が必要であるため誤りとなる。


